
特集かながわライフサポート事業
10年の歩みを振り返り、これからの活動を考える

　本会会員の社会福祉法人で基金を募り、地域の関係機関と連携して生活困窮者を支援する「かながわライフサ
ポート事業」（以下、本事業）は、関係者の皆様のご理解・ご協力により、昨年５月に10周年を迎えることができ
ました。去る２月28日の総会に併せ、10周年記念シンポジウムを開催するとともに、その内容を収録・編集したシ
ンポジウムの動画を４月20日から６月末日までの３カ月間、本会ホームページ上で配信しています。
　今回は本事業の成り立ちから10年間の活動の歩みを振り返りながら、関係者の皆様のご意見を事業に反映してい
けるよう、今後の活動を考えていきます。

事
業
の
成
り
立
ち

　

本
事
業
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
を

中
心
と
し
た
約
５
３
０
法
人
の
会
員
組
織

「
経
営
者
部
会
」
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
法

人
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
目
の
前
の
困
っ

て
い
る
人
に
何
か
で
き
な
い
か
を
必
死
に

考
え
、
実
践
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
25
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

自
発
的
な
活
動
を
支
え
る
財
源
と
し

て
、
参
加
法
人
（
令
和
５
年
４
月
現
在
82

法
人
）
自
ら
が
資
金
を
出
し
合
い
、
基
金

を
設
立
し
て
事
業
を
運
営
す
る
ほ
か
、
参

加
法
人
が
任
命
し
た
職
員
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
―
カ
ー
（
以
下
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
と
し
て
配
置
、
地
域
の
関
係
機

関
等
と
連
携
し
て
実
践
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
会
事
務
局
は
基
金
管
理
を
は
じ
め
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
（
以
下
、
Ｌ
Ｓ
）
を

配
置
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
養
成
を
行
い
、
Ｃ

Ｓ
Ｗ
が
受
け
た
相
談
で
対
応
が
難
し
い

ケ
ー
ス
の
関
わ
り
方
を
一
緒
に
考
え
た
り
、

Ｌ
Ｓ
が
支
援
に
同
行
し
た
り
す
る
な
ど
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
後
方
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
関
係
者
に
よ
る
連
携
と
協
働

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
は
、
人
間
関
係

や
疾
病
、
障
害
等
、
様
々
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

福
祉
制
度
が
進
展
し
た
今
日
で
も
、
既

存
の
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
「
制
度
の

は
ざ
ま
」「
社
会
的
孤
立
」
等
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
生
活

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、制
度
・

分
野
の
垣
根
を
越
え
た
支
援
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
を

中
心
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
地
域

の
関
係
機
関
・
福
祉
関
係
者
を
つ
な
ぐ
こ

と
、
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
る
「
地
域
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

支
援
の
積
み
重
ね
を
地
域
力
に

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
は
、
多
く
の
場

合
、
社
会
と
の
関
わ
り
も
希
薄
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

様
々
な
関
係
機
関
が
地
域
の
中
で
提
供

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
資
源
を
持
ち

寄
り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
を
支
援
し
、

見
守
り
な
が
ら
関
わ
る
こ
と
で
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
の
再
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
が
協
力
し
て
取
り
組
む
支

援
は
、
地
域
に
住
む
方
々
や
働
い
て
い
る

人
同
士
で
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域

の
「
チ
カ
ラ
」
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
の
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
福
祉

法
人
も
地
域
の
〝
ワ
ン
ピ
ー
ス
〞
と
し
て
、

福
祉
の
原
点
で
あ
る
地
域
の
福
祉
課
題
に

向
き
合
い
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
の
今

後
の
生
活
を
一
緒
に
考
え
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

関
係
者
の
方
々
の
声
を
バ
ネ
に

　

関
係
者
の
方
々
の
声
を
事
業
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
基
金
管
理
・
事
業
運
営
２
つ

の
委
員
会
を
設
置
（
今
年
度
よ
り
運
営
委

員
会
へ
統
合
）
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
実
績
を
踏
ま
え
、

「
対
象
者
を
限
定
し
な
い
・
で
き
る
支
援
を

項
目
と
し
て
定
め
て
い
な
い
」
事
業
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
大
き
く
は
次
の

２
つ
の
方
向
性
で
、
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
「
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
を
取
り
巻
く
関

係
機
関
や
支
援
者
に
事
業
の
趣
旨
を
分
か

※関係機関向けパンフレットの一部を抜粋
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り
や
す
く
伝
え
、
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

　
「
地
域
に
お
け
る
参
加
法
人
の
支
援
の

輪
が
広
が
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
活
動
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
参
加
法
人
の
理
事

長
・
施
設
長
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」

　

こ
れ
ら
の
声
を
基
に
、
令
和
３
年
度
は

「
一
般
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
、
令
和
４

年
度
は
、
本
事
業
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
役
割
を
関
係
機
関
や
参
加
法
人

に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
例
中

心
の
「
関
係
機
関
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
実
践
活
動
に
役
立
つ
情
報
を

発
信
す
る
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
通
信
」
に

つ
い
て
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
反
映
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
相
互
の
双
方
向
性

を
つ
く
り
、
複
数
の
事
例
を
掲
載
す
る
工

夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

実
践
報
告
中
心
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

去
る
２
月
28
日
の
総
会
に
併
せ
て
、
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
参
加
法
人
の
ほ

か
に
社
協
職
員
等
、
約
50
人
に
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
篠
原
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
事
業

運
営
委
員
会
の
小
泉
委
員
長
は
「
こ
こ
ま

で
来
ら
れ
た
の
も
、
参
加
法
人
を
は
じ
め
、

地
域
の
関
係
者
の
皆
様
の
理
解
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
」
と
そ
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
で
、
日
本
福
祉
大
学
教
授
の

渋
谷
篤
男
さ
ん
は
「
関
係
機
関
向
け
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
の
中
か
ら
主
要
部
分
を
取
り

上
げ
、「
社
会
的
孤
立
や
ひ
き
こ
も
り
、
８

０
５
０
問
題
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
福
祉
課
題
や
ニ
ー
ズ
の

変
化
で
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
や
包
括

的
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
社
会
福
祉

よ
る
同
行
支
援
の
事
例
（
泉
心
会
）、
②
一

人
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
相
談
を
抱
え
込
ま
な
い
た

め
の
法
人
内
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
小
田

原
福
祉
会
）、
③
行
政
や
社
協
、
学
校
等
の

関
係
機
関
で
構
成
す
る
大
和
市
連
絡
会
で

の
ケ
ー
ス
検
討
（
プ
レ
マ
会
）
な
ど
、
３

つ
の
社
会
福
祉
法
人
の
特
長
あ
る
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
渋
谷
さ
ん
と
３
人
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は

「
こ
の
事
業
を
関
係
者
が
理
解
し
合
い
、
顔

の
見
え
る
関
係
性
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
味
を
集
め
て
地
域
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
今
後
の
参
加
法
人
へ
の
期

待
を
込
め
て
、
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
基
金
管
理
委
員
会
の
浦
野
委

員
長
は
「
社
会
福
祉
法
人
の
本
旨
に
基
づ

き
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
柔
軟
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
し
合
わ
れ
た
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
関
係
者
が
顔
の
見
え

る
関
係
性
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
持
ち
寄
り
、
現
に
生
活
で
困
っ
て
い
る

方
の
支
援
を
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
よ
う
、

今
後
も
関
係
者
の
方
々
の
声
を
集
約
し

て
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

かながわライフサポート事業に期待すること
 日本福祉大学教授　渋谷篤男氏
 （かながわライフサポート事業運営委員会委員）

　ライフサポート事業に運営委員として参加して５年が経ちまし
た。実際に、経営者やソーシャルワーカーとしてかかわっている
方々の話をきくにつれ、この事業の可能性を感じてきました。
　もしかすると、ライフサポート事業はあまり活発ではないのでは
ないか、と思われているかもしれません。確かに相談件数は飛躍的
に伸びているわけではありません。まわりの相談機関や自治体も
あまり理解してくれていない向きがあります。
　それでも可能性を感じた理由は、相談支援を担当した方々がいき
いきとその内容を語ることです。言ってみれば「ソーシャルワーカ
ー魂が揺さぶられている」のを感じるのです。
　ライフサポート事業のパンフレットでは「私たちが実践していき
たいことは地域での生活相談であり、経済的支援はあくまで手段の
１つです。」と説明しています。
　実は、経済的支援があるがために、他の相談支援機関からは、「支
払いができなくて困っているから10万円出してあげて」と振って来
る実態があります。それでも、相談を始めてみると、制度でも経済
的支援でも対応できない困りごとが隠されていることが少なくあ
りません。
　ただでさえ、本業で忙しいのに、そんなことに力を割けるのか、
という声も聞こえてくるのですが、こういう困りごとが社会にはあ
ふれているのではないでしょうか。
　いまいちばんの問題は、私も含めて制度サービスの充実に関心が
向き過ぎ、制度が対応しにくいニーズに目が向かなくなっているの
ではないか、ということです。とくに気になるのは社会的孤立です。
　予想もできないような困ったことに応えてきたのが、社会福祉の
歴史であり、今後も、そういうことに対応しながら、新たな活動を
切り開いていくのではないでしょうか。
　この事業に参加されている法人には、先頭を切って切り開く役割
をこれからも続けていっていただきたいと思います。そして、広く
社会福祉法人の方々には、ぜひチャレンジを！

意見交換の一コマ。左から講師の渋谷さん、発表者の
橘田さん（泉心会）、奈良輪さん（小田原福祉会）、嘉藤
さん（プレマ会）

法
人
・
社
協
等
の
協
働
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
本
事
業
の
原

点
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
活
動
を
実
践
す
る

社
会
福
祉
法
人
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
か

ら
、
①
民
生
委
員
と
の
連
携
に

か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業　

指
定
施
設
一
覧
は

　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
↓
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